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研究成果の概要（和文）：東日本大震災における学校の被害と対応に関する実態を把握し，その貴重な経験と教訓を研
究者だけでなく広く共有化することができた。また、「セーフ・スクール」や「セーフ・コミュニティ」等に関する国
内外の先行事例を調査・分析し，災害安全に着目した新しいセーフ・スクールモデルを構築することができた。構築し
たセーフ・スクールモデルの実践ワークショップにより，その有効性が評価された。最終的な研究成果を学術論文や解
説記事としてまとめ，国内外への普及と発展を図ることができた。

研究成果の概要（英文）：The valuable experiences and lessons from damage and emergency response of 
schools on the Great East Japan Earthquake 2011 were shared widely. A new Safe-school model focused on 
disaster safety was constructed by investigating some earlier cases of Safe-School and Safe-community. 
The validity of the proposal model was evaluated by implementation workshop. The final result of this 
research was presented as academic research paper and commentary.

研究分野： 学校防災、地域防災
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１．研究開始当初の背景 
「セーフ・スクール」(※1)や「スクール・

レジリエンス」(※2)等の概念がヨーロッパで
生まれた。実際に認証を受けた学校が存在し，
セーフ・スクールの適用事例に関する研究(渡
邉，2008)もある。 
 これらの概念は，東日本大震災を経験した
わが国において「地域とともにある安全な学
校づくり」を今後すすめていくにあたり，重
要な視点と示唆を与えてくれるものである。 
 しかし，先行研究で扱われている安全類型
としては，防犯を含む生活安全や交通安全が
多く，地震，津波といった災害安全を対象と
した研究や実践は決して多くはない。 
 そこで，多大な犠牲を払った東日本大震災
の経験と教訓を踏まえ，地震，津波を対象と
し，学校と地域とが一体となった持続可能な
セーフ・スクールモデルの創造が期待されて
いる。 
 
※1 セーフ・スクール (Safe School) 
「セーフ・スクール」は，ある学校が単独

で安全な環境をつくることを目指している
のではなく，学校を含むコミュニティ全体の
「セーフティ・プロモーション」が推進され
ていることが，セーフ・スクールの条件とな
る。「セーフティ・プロモーション」とは，
地域や国あるいは国際レベルで，個人，コミ
ュニティ，政府，企業や NGO などが，安全
づくりとその維持のために用いるプロセス
である。 
※ 2 スクール・レジリエンス  (School 
Resilience) 
 「スクール・レジリエンス」とは，災害に
よる影響を軽減するように準備できている
こと，災害の程度に応じて対応できること，
学校の事業継続を維持することで災害の影
響を最小限にすることができること，迅速か
つ効率的に災害から復旧できることなどを
含み，学校による災害への対応力や復旧力を
高めることなど，「事業継続管理（BCM）」の
学校への導入にあたって重要な視点となる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究課題の研究目的は以下の 4点にまと

められる。 
(1) 「東日本大震災」における学校の被害と

対応に関する実態を把握し，その貴重な
経験と教訓を研究者だけでなく広く共
有化する。 

(2) 「セーフ・スクール」や「スクール・レ
ジリエンス」等に関する国内外の先行事
例を調査・分析し，災害安全に着目した
新しいセーフ・スクールモデルを構築す
る。 

(3) 構築したセーフ・スクールモデルの実践
ワークショップにより，その有効性を評
価し，モデル改善に向けたフィードバッ
クを行う。 

(4) 最終的な研究成果をガイドブックとし
てまとめ，国内外への普及と発展を図る。 

 
 
３．研究の方法 
本研究課題の研究計画・方法の概要は以下

の 5点にまとめられる。 
(1) 「東日本大震災」における学校の被害と

対応に関する経験と教訓を広く共有化
するために，南三陸ミーティング 2012
「東日本大震災から学ぶ学校安全と防
災教育（仮題）」を日本安全教育学会等
と連携して開催する。 

(2) 学校安全と地域安全とを融合させた災
害安全に着目した新しいセーフ・スクー
ルモデルの検討を行うために，「セー
フ・スクール」や「スクール・レジリエ
ンス」等に関する国内外の先行事例を調
査・分析する。 

(3) 災害安全教育の支援機能がメインであ
った「防災情報共有プラットフォーム」
を，学校と地域とが一体となったセー
フ・スクールにおいて活用できるように
機能拡張を行う。モデル地域に関する地
域性が考慮された防災情報は，学校と地
域との協同によって実装される。 

(4) 新しいセーフ・スクールモデルの具体的
なプログラムを提案し，その有効性を評
価するために，「実践ワークショップ」
を開催する。 

(5) 国内外への研究成果の普及と発展のた
めに，研究成果を学術論文や解説記事、
ガイドブック等としてまとめる。 

 
 
４．研究成果 
【平成 24 年度】 
(1) 「東日本大震災」における学校の被害と

対応に関する実態の情報共有化 
2012年 5月 12日～13日に開催された

日本安全教育学会主催の研究集会南三
陸ミーティング 2012「東日本大震災から
学ぶ学校安全と防災教育」の企画運営を
行い，安全教育に関わる研究者や関係学
協会との連携のもと，「東日本大震災」
における学校の被害と対応に関する実
態を把握し，その貴重な経験と教訓を広
く共有化することができた。また，研究
集会の成果に基づいて，日本安全教育学
会の機関誌である「安全教育学研究」の
臨時号（東日本大震災特集）の発刊に発
展した。 

(2) 「セーフ・スクール」に関する国内の先
行事例の調査・分析 
「セーフ・スクール」に関する国内の

先行事例を現地調査し，災害安全に着目
した学校安全と地域安全とを融合させ
た新しいセーフ・スクールモデルの予備
検討を行うことができた。調査対象は，
セーフ・コミュニティの認定市である神



奈川県厚木市と青森県十和田市であり，
セーフ・スクールの認定校である厚木市
立清水小学校である。また，セーフ・ス
クール認定校ではないものの，学校と家
庭・地域とが連携した安全教育を展開し
ている十和田市立南小学校の現地調査
も実施した。持続可能な活動とするため
の推進組織の必要性と有効性を確認す
ることができた。 

(3) 「セーフ・スクール」に関する海外の先
行事例の調査・分析 
2012 年 11 月 28 日～12 月 2 日に開催

された「第 6回アジア地域セーフコミュ
ニティ会議 in 豊島，同トラベリングセ
ミナー箕輪町・小諸市」への参加，2013
年 3月 2日に開催された「第3回アジア・
太平洋学校安全推進フォーラム（大阪教
育大学）」への参加を通し，アジア地域
のセーフ・コミュニティやセーフ・スク
ールの実践事例と課題を把握すること
ができた。 

 
【平成 25 年度】 
(1) 東日本大震災における学校の被害と対

応に関する実態の情報共有化 
本研究課題の初年度から調査を継続

しており、「東日本大震災における学校
等の被害と対応に関するヒアリング調
査記録集（増補第四版）」として成果を
まとめて発刊することができた。 

(2) 「セーフ・スクール」に関する国内外の
先行事例の調査・分析 
セーフ・コミュニティの国内第一号の

認証を受け、平成 25 年 2 月に再認証を
受けた京都府亀岡市を訪問し、亀岡市内
10 の小学校・保育所（園）によるインタ
ーナショナル・セーフ・スクール（ISS）
の取組開始に関する最新情報を得るこ
とができた。また、海外の事例として、
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の Murrays Bay 
Intermediate School を訪問し、防災教
育への取り組み・実践・今後の課題など
について情報交流を行うことができた。 

(3) 「スクール・レジリエンス」に関する海
外先進事例の調査 
英国の学校危機管理に関する書籍

（ANDREW FYFE 著：SCHOOL RESILIENCE 
PLANNING）の翻訳を行い、英国における
危機管理システムとその理念・手法を整
理することができた。 

(4) 学校と家庭・地域とが一体となった地域
ぐるみのワークショップの開催 
宮城県石巻市鹿妻地区をモデル地域

とした東日本大震災に対する復興教育
プログラムの一環として、石巻市立鹿妻
小学校を核とした活動の成果報告会と
いう形式でワークショップを開催した。
次年度の活動に向けた学校や地域から
のニーズのフィードバックの機会とな
った。 

 
【平成 26 年度】 
(1) 新しいセーフ・スクールモデルの実践ワ

ークショップの開催 
宮城県総合教育センター防災教育研

究グループの研究員、および本研究課題
の研究分担者らと共に運営している「防
災教育に関する情報交流会」において、
これまで3年間継続している石巻市立鹿
妻小学校の復興教育モデルに関するデ
ィスカッションを実施した。 

(2) 研究成果の国内外での論文発表 
日本安全教育学会を中心とした学術

雑誌、および第 3回国連防災世界会議の
総合フォーラムやパブリックフォーラ
ム等において、研究成果を国内外に向け
て発信できた。また、防災教育を含む学
校の包括的安全に関係する国内外の研
究者や実践者とのネットワークを構築
することができた。 

(3) ガイドブックの編集・発刊 
地震・津波を対象とした持続可能なセ

ーフ・スクールづくりをテーマとしたガ
イドブックの編集、発刊を目指し、「ス
クール・レジリエンス」の翻訳本の出版
について、版権を含む出版社との打ち合
わせまでを行うことができた。 

 
【平成 27 年度】 
(1) 研究成果のまとめ 

東日本大震災に基づいた持続可能な
セーフ・スクールモデルの創造に必要不
可欠となる地域に根差した防災教育モ
デルについて、研究論文および図書、解
説記事として成果をまとめることがで
きた。開発された防災教育モデルは、石
巻市立小・中学校への全市展開が推進さ
れることにつながった。 

(2) 研究成果の公開 
本研究課題の成果を公開、共有する場

として、宮城県教育委員会と連携した
「防災教育を中心とした学校安全フォ
ーラム～未来へつなぐ防災教育プレフ
ォーラム～」をテーマとする国際フォー
ラムを開催し、研究成果を公開すること
ができた。 

(3) 「防災情報共有プラットフォーム」の社
会実装 
本研究課題の重要な実践フィールド

である石巻市立鹿妻小学校における復
興／防災教育プログラムの実践により
蓄積してきた震災アーカイブ素材をプ
ラットフォーム化することができた。個
人情報の関係により一般公開はしてい
ないものの、石巻市教育委員会および実
践校の管理職を含む教員から防災学習
支援システムとしての高い評価を得る
ことができた。 
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